
1田原市は、発生が予想される東海地震や東南海・南海地震に備え、
「災害に強い安全なまちづくり」を目指し、さまざまな防災対策を進めて
います。今回整備した「デジタル地域防災無線システム」は、その中で
も最も重要な事業の一つであり、災害時における情報収集や伝達を正確
かつ迅速に行うためのもので、応急対策や防災体制の確立に欠かせない、
市民の生命・財産を守るために必要なシステムです。災害時において、
消防・警察など防災関係機関はもとより、市民館・避難所・学校・病院
など生活関連機関と密接な連絡体制がとれるようネットワークで結ばれ
ています。また、平常時にも行政通信システムとして活用することがで
きます。すでに整備している市東側エリアに続き、今年度は市西側エリ
ア（南部校区の一部、野田校区、赤羽根全域）を整備する予定です。

▼防災対策室5２３局３５４８
■システムの特徴
◎災害時に一般電話回線が混乱しても、市の災害対策本部や関係機関と
の間で通話が確保できます。

◎平常時でも関係機関の通信に利用できるため、電話料を節約できます。
◎複信方式により電話感覚で通話ができます。
◎静止画の伝送なども可能で、災害現場の情報がリアルタイムに受信で
きます。

◎個別通信（１対１）のほか、グループ通信、一斉通報など、必要に応
じた通信ができます。

■イメージ図

平成16年6月1日 　  　　　　　　　　│ 8 │

災害時の強い味方！
暮らしを守る防災情報ネットワーク
デジタル地域防災無線システム

統制局（市役所）

携帯型無線装置 半固定型無線装置
車載型無線装置

中継局（蔵王山）
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